
消費者のべネフィットを追求した製剤技術

はじめに

サプリメントの機能性を最大化するためには、機能成

分の特性を正しく理解し、且的に適した製剤化技術を選

択することが重要である。例えぱ消化管でのデリバリー

や口腔内滞留など、機能成分と製剤特性との最適な組み

合わせが望まれている。弊社は、長年培ってきた粉体

設計・加工技術を基盤とした独自製剤化技術を展開し

ている。これまで確立した「備前テクノロジー田IZEN、

Techn01皓y)」は、成分の吸収性向上、飲みやすさの改

善、安全性向上など多様な課題を解決するための製剤技

術であり、これまで多くの製品が生まれている。これら

の技術は製品への付加価値を提供し、今後の製剤設計に

新たな選択肢を広げるものである。

1,届ける技術B・Rec

ビーレソク

B,ReC錠は、機能成分を消化管の所望部位へ適切なタ

イミングで届けるために開発されたデリバリー・徐放型

錠剤である動。食品は一般的に消化・吸収がなりゅきで

あり、例えぱ水溶性ビタミンをサプリメントで摂取した

場合には血中濃度が急上昇し、その後多くが排池され

てしまう課題があった。これらの課題を改善するB、Rec

錠は、機能成分に徐放機能を有する多糖類を配合し耐酸

性コーティングを施すことで、胃では溶けず小腸の目的

部位に到達するよう設計されている。ヒト試験でも、空
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腸および回腸デリバリー型B、ReC錠が設計通りの位置

で崩壊することを碓認、している(図 1)。また、ビタミン

C配合B・ReC錠のヒト試"験では、尿中村W世量が一般錠の

約半分にまで減少し持続溶出による体内利用率の向上が

示暖された。 B、ReC錠の用途として、酵素剤やぺプチド

など胃酸や消化酵素に弱い成分の効果の向上、戻り臭の

抑制、緩徐溶出による吸収性の向上、腸内細菌叢改善に

向けたプレバイオティクス製剤など、機能性を最大化す

る製剤技術である。

2.留める技術B・MOG

ビーモグ

B・MOGは、口腔内で機能成分を長時間保持し、効果

を持続させるために開発された顯粒製剤である動。キシ

リトールなどの口腔ケア素材は、唾液による自浄作用で

速やかに洗い流され、機能性の発揮時間が限定的であ0

た。チュアプル錠や飴、ガムなども10分以内に機能成

分が口腔内から消失するため、より長く滞留する製剤技

術が求められていた。 B・MOGは、徐放剤で被覆した機

能性成分粒子と口腔内粘膜と高い親和性をもつ多糖類を

複合化させることで徐放性と粘着性を高め、そこに機能

成分が保持されることで30分以上の口腔内滞留を可能

にする製剤である(図2)。カテキン配合B、MOGのヒト

試験では、通常品より長く効果が持続し、マスク着用時

の口臭抑制試験でも有意な効果が確認された。また、抗

菌成分、抗炎症成分、消臭成分、抗う蝕素材など多様な

成分のB・MOG化が可能であり、呈味改善、渋み低減に

も応用できる。更にB、MOGは微粉に粉砕することも可

能であり、さまざまな食品やサプリメントへの配合も可

能である。例えぱガムやチュアプル錠への配合や、ペッ

トの歯周病予防サプリメントへも応用されている。この

ようにB・MOGは、口腔ケア素材の機能性向上に貢献す

る製剤技術である。

3'高める技術B・HiT

ビーヒリト

B、HiT技術は、打錠障害である杵へのスティッキング

を改善するための独自処方・粒子設計およびマイクロレ
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イヤリング法を組み合わせた製剤技術である助。本技術

によって錠剤に機能成分を高配合することができるよう

になった。これまで水分、硬度調整、結合剤、滑沢剤の

工夫、打圧の最適化で錠剤化してきたが、コエン〒イム

QI0やα、りポ酸、 HMBカルシウム、 BCAA、ユーグレ

ナなど粘着性の高い素材ではスティッキングが生じゃす

く高含量での打錠が困難であった。 B.HiT技術は、この

ような打錠障害が起きゃすく摂取量の多いアミノ酸類に

特に有効である。例えば摂取量が多くスティッキング性

が高いHMBカルシウムの配合量は60%程度が限界であ

るが、 B・HiT技術であれば90%の配合が可能であるため

粒数を減らすことができる(図3)。錠剤にすることで特

有の苦味や匂いを緩和することもでき継続的な摂取にも

つながる。

このようにB、HiT技術で錠剤数を減らすことで礁下負

担や不快感を軽減し、飲みやすくヒ Hこ優しいサプリメ

ントを提供することができる。

1 B,MOGに唾液が浸潤

●:食品成分《》:コーティング剤口:粘摸親和性の高い高分子基剤

図2 B・MOG穎粒の基本構造と滞留性向上機構

B・MOG頸粒は、口腔内唾液の浸潤によって高分子墓剤が溶解し粘膜上の唾液の粘性を増加させる。
その後、唾液層に食品成分が溶解し徐放される。
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あり、高い白色度、隠ぺい力、発色性、分散性を有する

ことから食品・医薬品分野の白色顔料として広く利用さ

れている添加物である。しかし、その多くがナノ粒子を

含むことから遺伝毒性の懸念が指摘され、欧州食品安全

機関価FSA)は2022年に食品用途での安全性を否定し、

EUおよびスイスでは使用が禁止された。一方、米国、

英国、カナダ、豪"トNZなどはEFSAの結論を支持せ

ず禁止措置を取っていない。日本では厚生労働省がナノ

粒子を用いた動物試験を行い、臓器・血液・ DNAに異

常が認められなかったことから現行規制を変更する必要

はないと判断している。ただし食品安全委員会は、粒子

径や形状が安全性に影響する可能性を指摘し、今後も新

知見に基づく再評価が必要とまとめている。

こうした状況を踏まえ、より安心な白色コーティング

を求める需要やEU輸出を見据え、二酸化チタンを用い
ピーキ十りト

ない白色コーティング剤「BcaT」を開発した'。これ

はカルシウム塩を白色基材とし、セルロース誘導体や多

糖を加えた独自処力であり、温白色の自然な外観と高い

隠ぺい性を示す(図4)。 6 力月保存後の色差△Eは3.16

でJIS基準上ほとんど識別できない範囲であり、外観安

定性が確認された。また高湿条件下でも錠剤同士の付着

がなく流通適合性も良好であった。本技術は、カルシウ

ムを用い、安全性と製剤安定性に優れ、色調・隠ぺい性

も高い白色コーティング製剤技術である。
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HMBカルシウム配合錠剤の粒数比較
60%配合錠剤を90%まで高めること
ができ、粒数を削減することができる。
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おわりに

BIZEN、Techn010gyであるB・Rec、 B・MOG、 B・HiTお

よびBcaTはいずれも消費者のべネフィットを追求したも

のであり、機能成分の"届け方"と"使われ方"を最適化す

るために開発された技術である。消化管内の所望部位への

デリバリー、口腔内での長時間滞留、打錠障害の克服、安

全な白色コーティングと、対象となる課題は異なるものの、

いずれも機能性素材の価値を最大化する点に共通した強

みを有する。これらの製剤技術は、単に商品価値を高める

だけでなく、素材と製剤の機能性が一体化することで消費
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科学専攻修士課程修了、同年備前化成妹
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特集・一製剤技術と受託加工

者の健康増進に繋がる機能が最大限に発揮されると考え

ている。今後も当社独自の製剤技術開発を進めていく。
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